
政

令

別
表
第
一
災
害
救
助
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
五
号
）
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

災
害
救
助
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十

五
号
）

こ
の
政
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
救
助
実
施
市
（
第
一
号
に
お
い
て

「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。）が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち

次
に
掲
げ
る
も
の

一

第
三
条
、
第
五
条
並
び
に
第
八
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定

に
よ
り
都
道
府
県
等
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

二

第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

災
害
救
助
法
施
行
令
及
び
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
五
十
八
号

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
十
二
号
ハ
中
「
第
二
局
」
の
下
に
「
、
第
三
局
、
第
四
局
及
び
第
五
局
」
を
加
え
、「（
上
席
調

査
官
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
降
に
置
か
れ
る
も
の
に
限
る
。）並
び
に
同
局
に
置
か
れ
て
い
た
上
席

調
査
官
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
号
ニ
を
削
り
、
同
項

第
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
四

独
立
行
政
法
人
統
計
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
る
部
若
し
く
は
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
る
職
又
は
独
立
行

政
法
人
統
計
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
て
い
た
経
営
審
議
室
若
し
く
は
部
に
置
か
れ
て
い
た
職
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る

も
の

イ

総
務
部
及
び
統
計
情
報
シ
ス
テ
ム
部
に
置
か
れ
る
部
長
及
び
次
長

ロ

統
計
編
成
部
に
置
か
れ
る
部
長
、
統
計
編
成
統
括
官
、
人
口
・
消
費
統
計
編
成
調
整
官
、
経
済
統
計
編
成
調

整
官
及
び
次
長

ハ

情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
る
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
長

ニ

経
営
審
議
室
に
置
か
れ
て
い
た
経
営
審
議
室
長

ホ

管
理
部
及
び
統
計
情
報
・
技
術
部
に
置
か
れ
て
い
た
部
長
及
び
次
長

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
五
十
九
号

災
害
救
助
法
施
行
令
及
び
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
災
害
救
助
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
災

害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
四
条
第
三
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
二
条
及
び
第
二
十
三
条
並

び
に
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
災

害
救
助
法
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
災
害
救
助
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

災
害
救
助
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
救
助
実
施
市
の
長（
以
下「
都
道
府
県
知
事
等
」と
い
う
。）」

を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
改
め
る
。

第
五
条
、
第
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。）、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
十
三
条
第
三
項
中
「
都

道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
市
町
村
長
」
を
「
災
害
発
生
市
町
村
の
長
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
事
務
の
区
分
）

第
十
八
条

こ
の
政
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
救
助
実
施
市
（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。）が
処
理
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第

一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

一

第
三
条
、
第
五
条
並
び
に
第
八
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
等
が
処
理
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

二

前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

第
二
十
条
中
「
都
道
府
県
」
を
「
都
道
府
県
等
」
に
改
め
る
。

（
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
都
道
府
県
」
の
下
に「（
同
法
第
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
救
助
実
施
市
の

区
域
に
あ
つ
て
は
、
当
該
救
助
実
施
市
）」を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
二
十
一
条
の
三
第
二
号
中
「
都
道
府
県
」
を
「
同
令
第
十
八
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
」
に
改
め
る
。
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